
 
 

関西広域連合議会 議長、副議長 紹介 
 

令和４年６月２５日現在 

 
【議 長】井出 益弘（いで ますひろ）議員（和歌山県） 

 

 
 
 

プロフィール 

昭和 21 年  かつらぎ町花園生まれ 

昭和 37 年 住友金属和歌山製鉄所入社 

昭和 53 年 和歌山市議会初当選 

      以来 2期連続当選 

昭和 61 年 和歌山県議会議員初当選 

      以来 10 期連続当選 

平成３年  法政大学経済学部卒業（通信教育課程） 

平成 13 年 第 72 代和歌山県議会議長 

令和元年～２年 

      関西広域連合議会議員 

令和３年  第 12 代 関西広域連合議会副議長 

令和４年６月 25 日～ 

第 13 代 関西広域連合議会議長 

 

【副議長】岡本 富治（おかもと とみじ）議員（徳島県） 

 

 

プロフィール 

昭和 24 年 徳島県勝浦郡勝浦町生まれ 

昭和 46 年  日本大学法学部卒業 

昭和 50 年  勝浦町議会議員初当選 

以来３期当選 

昭和 57 年 勝浦町議会副議長 

平成７年  徳島県議会議員初当選 

           以来７期当選 

平成 20 年 徳島県議会副議長 

平成 23 年 第 85 代徳島県議会議長 

 令和４年３月～ 

      関西広域連合議会議員 

令和４年６月 25 日～ 

第 13 代 関西広域連合議会副議長 
 
 



議長就任コメント 

 

関西広域連合は設立から１２年目を迎えております。これまで、

総務省統計局統計データ利活用センターや消費者庁新未来創造戦

略本部をはじめ、今年度中に全面移転を予定している文化庁など、

政府機関等の地方移転を全国で唯一実現してきており、着実に成

果を上げてまいりました。  

しかしながら、分権型社会の実現に向けては、国の事務・権限移

譲や国土の双眼構造の構築については、まだ道半ばという状況に

あります。  

改めて広域連合はその存在感を発揮しつつ、その将来のあり方

を考えていくべき、重要な時期を迎えていると考えており、この

ような時期に、関西広域連合議会の議長に選任いただき、その重

責に身が引き締まる思いでございます。  

現在、関西広域連合では、次期広域計画が検討されており、二元

代表制の一翼を担う我々広域連合議会の役割も一層大きくなって

まいります。  

我々議会としても、しっかりと意見を申し上げ、分権型社会の

実現、活力ある関西の創造に寄与できるよう精一杯努力を尽くし

てまいる所存であります。  

皆様方の温かい指導とお力添えを賜りますよう、心からお願い

申し上げます。  

 

令和４年６月２５日  

関西広域連合議会 第 13 代議長  

          井出
い で

 益
ます

弘
ひろ

 


